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管
理
や
、
多
動
で
家
を
飛
び
出
し

た
り
、
集
団
か
ら
離
れ
る
場
所
が

必
要
な
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、

あ
る
程
度
の
広
さ
の
ス
ペ
ー
ス
、

対
応
で
き
る
職
員
の
数
や
経
験
が

あ
る
入
所
施
設
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
入
所
施
設
も
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
と
同
様
し
っ
か
り
し
た
理
念

を
持
つ
事
業
者
で
あ
れ
ば
、
今
ま

で
の
人
間
関
係
や
住
み
慣
れ
た
場

所
を
利
用
し
て「
地
域
で
の
生
活
」

も
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

厚
生
労
働
省
は
埼
玉
県
南
部
の

状
況
を
理
解
し
て
設
置
を
認
め
て

お
り
、「
市
町
村
の
障
害
福
祉
計
画

に
盛
り
込
み
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

の
申
請
で
あ
れ
ば
認
め
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。
実
際
、
平
成
26
年

4
月
に
川
口
市
で
入
所
施
設
が
設

置
さ
れ
た
が
、
定
員
60
名
の
と
こ

ろ
100
名
以
上
が
県
内
か
ら
応
募

し
、
1
年
で
埋
ま
る
予
定
で
あ
る
。

蕨
市
の
待
機
者
も
含
め
、
た
く
さ

ん
の
入
所
施
設
待
機
者
等
が
新
た

な
設
置
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

蕨
市
に
お
い
て
も
定
員
30
〜

40
名
な
ら
用
地
を
市
内
で
探
す

こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
蕨
市

立
で
な
く
と
も
事
業
者
を
誘
致
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
設
置
さ
れ
る
来
年
4
月
以
降
、

市
内
で
の
入
所
施
設
設
置
に
つ
い

て
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
て
検
討

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
陳
情
す
る
。

『
地
方
公
営
企
業

会
計
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
』

去
る
6
月
27
日
、
本
市
議
会
で

は
市
立
病
院
及
び
水
道
部
の
職
員

を
講
師
に
招
き
、
議
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、

今
年
度
予
算
及
び
決
算
か
ら
適
用

と
な
る
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
担
当
職
員

か
ら
詳
細
説
明
を
受
け
る
こ
と
で
、

議
会
と
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

制
度
見
直
し
の
背
景
や
全
体
像

に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
議
員
か

ら
「
リ
ー
ス
資
産
」
や
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
」
等
に
関

す
る
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
議
会
で
は
研
修
会
で
得
た
知
識

を
今
後
の
企
業
会
計
予
算
・
決
算

の
審
議
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

６
月
定
例
会
は
６
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
19
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
議
長
か
ら
全
国
・
関
東
・
埼
玉
県

市
議
会
議
長
会
等
の
定
期
総
会
の
報
告
と
、
市
長
か

ら
３
月
定
例
会
以
降
の
市
政
の
取
り
組
み
や
課
題
等

に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
日
間
に
わ
た
っ
た
一
般
質
問
で
は
、
介

護
保
険
制
度
改
定
の
影
響
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
、
来
年
行
わ

れ
る
市
長
・
市
議
選
挙
等
、
市
政
に
お
け
る
重
要
課

題
を
14
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
、
執
行
部

の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
審
議
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
３
件
の
う

ち
１
件
を
採
択
、
残
り
２
件
を
不
採
択
と
し
た
他
、

市
長
提
出
議
案
の
条
例
・
補
正
予
算
等
と
議
員
提
出

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

本年4月に川口市に開設された入所施設

本
陳
情
を
委
員
会
で
の
審
査
後
、

本
会
議
で
全
会
一
致
に
よ
り
採
択

し
、
市
長
に
送
付
し
ま
し
た
。

概
要

現
在
、
埼
玉
県
で
は
800
名

以
上
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
が

入
所
施
設
を
待
機
、
希
望
し
て
い

る
。
入
所
施
設
が
足
り
な
い
た
め

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
ほ
と
ん
ど
休

み
な
く
続
け
る
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
と

い
う
正
式
の
制
度
に
な
い
名
称
も

生
ま
れ
て
い
る
。
蕨
で
も
既
に
市

外
で
入
所
施
設
に
入
ら
れ
て
い
る

方
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
方
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
を
定
期
的
に
利
用
さ

れ
て
い
る
方
が
出
て
い
る
。

蕨
市
で
は
平
成
27
年
4
月
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
開
所
さ
れ
る
。

入
所
施
設
の
希
望
者
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
対
象
の
方
よ
り
障
が
い
の

程
度
が
重
度
な
場
合
が
多
い
の
で

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
。
毎
日
の
健
康
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※議案第30・32・35号については質疑が、陳情第 5 号及び議案第30号については討論が行われました。
質疑・討論の詳細内容は蕨市ホームページの「蕨市議会」からご覧になることができます。

議案番号 議案名 新生会 共産党 公明党 民主党 無所属 結果

介護保険要支援者への保険給付を継続するよう国に意見書
議請第 4 号 × ○ × ○ ○ 不 採 択

の提出を求める請願

陳情第 4 号 障がい者の暮らしの場　特に入所施設についての陳情 ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

集団的自衛権の行使を容認する解釈改憲を行わないよう国
陳情第 5 号 × ○ × ○ ○ 不 採 択

に意見書の提出を求める陳情

議案第30号 蕨市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

蕨市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例
議案第31号 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

の一部を改正する条例

議案第32号 蕨市火災予防条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第33号 蕨市奨学金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第34号 蕨市の行政運営に係る長期計画審議会条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第35号 平成26年度蕨市一般会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第36号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第37号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第38号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第39号 固定資産評価員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

議案第40号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ 推　　薦

議案第41号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

議員提出議案
子宮頸がんワクチン接種に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 5 号

平成26年6月定例会における議案等に対する賛否結果

本
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・

厚
生
労
働
大
臣
・
衆
議
院
議
長
・

参
議
院
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

概
要

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
と
し
て
、
国
は
平
成
21
年
に

サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
、
平
成
23
年
に

ガ
ー
ダ
シ
ル
を
承
認
し
、
昨
年
4

月
1
日
よ
り
定
期
接
種
と
し
た
。

し
か
し
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
筋

力
低
下
や
け
い
れ
ん
な
ど
重
篤
な

副
作
用
が
各
地
で
報
告
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
は
昨
年
6

月
14
日
、
接
種
の
積
極
的
勧
奨
の

中
止
を
各
都
道
府
県
に
勧
告
し
た
。

同
省
に
よ
る
と
、
昨
年
9
月
ま

で
の
医
療
機
関
等
か
ら
の
副
反
応

報
告
2
千
320
件
の
う
ち
、
538
件
が

重
篤
と
さ
れ
て
お
り
、
重
症
者
は

脳
機
能
障
害
に
よ
る
意
識
低
下
や

Ｓ
Ｌ
Ｅ
（
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー

デ
ス
）
を
発
症
し
、
寝
た
き
り
に

な
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で
は
、「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
は
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
た
め
、

子
宮
頸
が
ん
そ
の
も
の
を
予
防
す

る
効
果
は
ま
だ
証
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
臨
床
試
験
の
終
了

を
待
た
ず
に
導
入
を
決
め
、
治
験

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
省
の
審
議
会
は
去
る
1
月
に
接

種
と
副
作
用
と
の
因
果
関
係
が
乏

し
い
な
ど
と
す
る
結
論
を
ま
と
め
、

ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接
種
勧
奨

再
開
に
向
け
た
議
論
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
全
国
市
議
会
議

長
会
が
、
予
防
原
則
の
立
場
か
ら

接
種
の
一
時
中
止
を
求
め
て
い
る

ほ
か
、
副
作
用
に
苦
し
む
当
事
者

や
保
護
者
等
も
こ
れ
以
上
事
態
を

拡
大
さ
せ
な
い
た
め
、
積
極
的
勧

奨
の
再
開
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。

同
省
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度

中
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

者
を
対
象
と
し
た
、
数
千
人
規
模

の
調
査
を
実
施
す
る
と
の
情
報
も

聞
く
が
、
そ
の
内
容
・
時
期
等
は

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
伴
う
副
反
応
と
思
わ
れ
る

事
例
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
支
援

は
無
く
、
診
察
・
移
動
等
に
係
る

費
用
が
当
事
者
に
重
く
の
し
か
か

っ
て
い
る
現
状
も
報
告
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
国
会
及
び
政
府
に
お
い

て
は
実
態
の
調
査
・
研
究
を
徹
底

し
て
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

「子宮頸がんワクチン接種に関する意見書」を
内閣総理大臣等に提出しました!!
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